(1) 主とする漁業種類別漁業経営体数と営んだ漁業種類別漁業経営体数
主とする漁業種類（販売金額第１位）別に漁業経営体をみると、「その他の刺網」が201経営体（構成比34.1％）で最も多く、次いで「小型底びき網」の140経営体（同23.8％）、「その他の漁業」の124経営体（同21.1％）の順となっており、この3種類で全体の79％を占めている。次に、前回と比べると「その他の釣」が増加しているが、「わかめ類養殖」が皆減し、「採貝・採藻」、「ひき縄釣」が半数以下に減少している。
一方、営んだ漁業種類別にみると、総数921経営体のうち「その他の刺網」が266経営体（構成比28.9％）で最も多く、次いで「その他の漁業」が253経営体（同27.5％）、「小型底びき網」が155経営体（同16.8％）となっている。
なお、1経営体で複数の漁業を行っているケースがあるため、営んだ漁業種類別経営体数と主とする漁業種類別経営体数は異なる数値となる。
　　　（表4参照）
表４　主とする漁業種類別漁業経営体数と営んだ漁業種類別漁業経営体数
	漁業種類
	主とする漁業別経営体数
	営んだ漁業別経営体数

	
	平成２５年
	平成２０年
	平成２５年
	平成２０年

	
	経営体数
	構成比(％)
	増減率(％)
	経営体数
	構成比(％)
	経営体数
	構成比(％)
	増減率(％)
	経営体数
	構成比(％)

	小型底びき網
	140
	23.8
	△ 14.1
	163
	24.4
	155
	16.8
	△ 11.4
	175
	17.7

	船びき網
	50
	8.5
	△ 2.0
	51
	7.6
	60
	6.5
	9.1
	55
	5.6

	中小型まき網
	4
	0.7
	-
	4
	0.6
	4
	0.4
	0.0
	4
	0.4

	その他の刺網
	201
	34.1
	△ 11.1
	226
	33.8
	266
	28.9
	△ 13.1
	306
	30.9

	その他のはえ縄
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	皆減
	1
	0.1

	小型定置網
	9
	1.5
	△ 40.0
	15
	2.2
	15
	1.6
	△ 21.1
	19
	1.9

	ひき縄釣
	9
	1.5
	△ 70.0
	30
	4.5
	61
	6.6
	△ 24.7
	81
	8.2

	その他の釣
	41
	7.0
	24.2
	33
	4.9
	50
	5.4
	△ 2.0
	51
	5.2

	潜水器漁業
	7
	1.2
	0.0
	7
	1.0
	24
	2.6
	60.0
	15
	1.5

	採貝・採藻
	2
	0.3
	△ 81.8
	11
	1.6
	6
	0.7
	△ 68.4
	19
	1.9

	その他の漁業
	124
	21.1
	2.5
	121
	18.1
	253
	27.5
	13.5
	223
	22.5

	ぶり類養殖
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	0.1
	0.0
	1
	0.1

	まだい養殖
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	0.1
	0.0
	1
	0.1

	こんぶ類養殖
	-
	-
	-
	-
	-
	5
	0.5
	△ 54.5
	11
	1.1

	わかめ類養殖
	-
	-
	皆減
	5
	0.7
	17
	1.8
	△ 26.1
	23
	2.3

	のり類養殖
	2
	0.3
	0.0
	2
	0.3
	3
	0.3
	0.0
	3
	0.3

	その他の魚類養殖
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	皆減
	1
	0.1

	合　　計
	589
	100.0
	△ 11.8
	668
	100.0
	921
	100.0
	△ 6.9
	989
	100.0
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